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定
価
三
十
円

か
ら
、
現
場
で
の
声

掛
け
を
徹
底
し
た
分

会
な
ど
、
幅
広
い
仲

間
に
対
す
る
協
力
要

請
や
未
加
入
者
の
悩

み
に
応
え
る
活
動
が

展
開
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

春
一
番
の
取
り
組
み

で
は
、
労
災
加
入
を
中

心
に
10
件
の
資
料
請

求
や
問
合
せ
も
き
て

い
ま
す
。
労
災
年
度

更
新
や
税
金
申
告
相

談
な
ど
が
集
中
し
て

い
る
時
期
だ
か
ら
こ

日
頃
の
ご
奮
闘
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

春
一
番
の
仲
間
づ

く
り
も
３
月
・
後
半

戦
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
現
在
の
実

績
と
し
て
は
43
名
・

拡
大
率
１
・
51
％
で

昨
年
を
若
干
下
回
っ

て
お
り
ま
す
が
、
積

極
的
に
昼
間
訪
問
行

動
に
取
り
組
ん
だ
分

会
、
公
営
国
保
料
の

負
担
増
し
に
苦
慮
し

て
い
る
未
加
入
者
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と

昨
年
６
月
に
建
築

士
法
が
改
正
さ
れ
、

建
築
士
受
験
資
格
が

大
き
く
緩
和
さ
れ
た

こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
現
在
の
建
築

士
登
録
者
数
は
一
級

が
37
万
人
、
二
級
が

77
万
人
程
で
50
代
か

ら
60
代
の
割
合
が
約

65
％
を
占
め
、
40
代

以
下
が
35
％
と
い
う

現
状
で
、
10
年
か
ら

20
年
後
に
は
３
分
の

２
が
60
歳
を
超
え
て

し
ま
う
こ
と
に
な

る
。こ

の
為
将
来
を
見

越
し
て
若
年
層
の
建

築
士
登
録
者
数
を
増

や
し
て
い
く
国
の
方

針
で
あ
る
。
先
ご
ろ

国
は
定
年
齢
や
年
金

受
給
年
齢
引
上
げ
を

提
案
し
た
が
、
す
で

に
建
築
業
界
で
は
高

齢
者
層
の
働
く
姿
を

多
く
見
る
よ
う
に
な

っ
た
。

さ
ら
に
出
生
率
は

年
々
減
少
し
て
い
る

今
、
高
齢
者
層
の
労

働
需
要
は
益
々
高
ま

る
こ
と
が
必
至
で
、

高
齢
者
の
私
は
、
虚

し
さ
と
不
安
を
覚
え

る
。こ

れ
か
ら
の
子
供

た
ち
に
は
、
働
く
こ

と
の
大
切
さ
と
喜
び

を
覚
え
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
が
、
先

の
見
え
な
い
国
へ
の

憂
い
は
残
っ
て
し
ま

う
こ
と
だ
ろ
う
。

(

事
業
所

小
川
治
郎)

購
読
料
は
組
合
費
の
中

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（

）

随時受付中です！一人で悩まず

組合・弁護士にご相談ください

☎03-5390-6021

そ
、
業
務
と
運
動
を

結
び
付
け
る
こ
と
で

大
き
な
飛
躍
を
勝
ち

取
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
影
響
で
、
様

々
な
運
動
に
制
限
が

か
か
っ
て
お
り
ま
す

が
、
税
金
申
告
に
つ

き
ま
し
て
は
本
来
３

月
16
日
の
と
こ
ろ
、

４
月
16
日
に
申
告
期

限
が
延
期
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
確
定
申
告

で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
仲
間
や
未
加
入
者

に
対
し
て
接
触
す
る

余
裕
も
十
分
あ
り
ま

す
。
「
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
・
技
能
者

登
録
２
千
円
補
助
」

や
「
宿
泊
費
補
助
」

な
ど
、
ま
だ
申
請
し

て
い
な
い
仲
間
に
伝

え
る
な
ど
、
対
話
の

２
０
２
０
年
度
北

支
部
の
役
員
選
挙
を

組
合
規
約
第
二
十
条

お
よ
び
三
十
一
条
に

も
と
づ
い
て
告
示
し

ま
す
。

選
挙
管
理
委
員
長

深
堀

和
敏

（
十
央
）

若
手
・後
継
者
世
代
か
ら
の
役
員
登
用
な
ど
、

訪
問
・対
話
の
広
が
り
を
目
指
そ
う

役
員
定
数

執
行
委
員
長

１
名

副
執
行
委
員
長４

名

書
記
長

１
名

書
記
次
長
非
常
駐

１
名

書
記
次
長
常
駐１

名

常
任
執
行
委
員

10
名

執
行
委
員

(

大
会
選
出)

10
名

(

分
会
選
出)

10
名

(

分
会
推
薦)

10
名

会
計
監
査

３
名

立
候
補
受
付
期
間

３
月
16
日(

月
）
〜

成
果
表

３
月
４
日

現
在

４
月
６
日(

月)

の
20

時
ま
で
。

届
出
に
つ
い
て

立
候
補
す
る
も
の

は
、
所
定
の
届
出
用

紙
に
自
分
で
記
入
し

（
分
会
選
出
・
分
会

推
薦
は
除
く
）
、
選

挙
管
理
委
員
会
（
書

記
局
）
に
届
出
る
。

選
挙
運
動

候
補
者
と
組
合
員

は
選
挙
前
ま
で
民
主

的
な
道
義
と
常
識
に

反
し
な
い
限
り
自
由

に
選
挙
運
動
を
す
る

事
が
出
来
る
。

選
挙
方
法
と
当
選

候
補
者
が
定
数
を
超

え
た
場
合
は
、
単
記

制
に
よ
る
無
記
名
投

票
を
お
こ
な
い
上
位

か
ら
定
数
ま
で
を
当

選
と
す
る
。

立
候
補
者
が
定
数

も
し
く
は
定
数
以
下

の
無
投
票
当
選
と
す

る
。

早くも達成の北赤羽分会

加入書を手にニッコリです

中
身
も
工
夫
し
て
組

合
の
魅
力
を
語
る
こ

と
で
対
象
者
の
情
報

を
引
き
出
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

年
度
末
を
迎
え
、

次
期
役
員
選
出
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
分

会
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
訪
問
・
対
話

を
通
じ
て
若
手
・
後

継
者
世
代
か
ら
の
役

員
登
用
な
ど
、
春
一

番
で
は
分
会
組
織
強

化
に
も
力
を
注
ぎ
、

春
の
仲
間
づ
く
り
へ

の
土
台
も
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

継
続
し
た
ご
奮
闘

を
お
願
い
致
し
ま

す
。

宮下組織部長



け ん せ つ 北 部２０２０年２月２５日 第２５５５号
昭和43年５月29日
第三種郵便物認可（ ） ( 2 )

を
、
保
険
料
の
引
き

上
げ
に
よ
っ
て
充
当

す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。
こ
の
た

め
、
20
年
度
保
険
料

は
、
１
世
帯
当
た
り

平
均
月
額
７
１
８
円

の
引
き
上
げ
と
し
、

不
足
分
は
繰
越
金
を

充
当
し
ま
す
。
引
き

上
げ
に
当
た
っ
て
は

後
継
者
世
代
へ
の
配

慮
を
行
い
、
都
外
組

合
員
に
つ
い
て
は
負

担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
上
げ
幅
を
緩
和
、

都
内
組
合
員
が
５
０

０
円
（
第
５
種
）
〜

１
２
０
０
円
（
法
人

Ａ
種
）
の
引
き
上

げ
、
都
外
組
合
員

は
、
３
０
０
円
（
第

4
種
）
〜
７
０
０
円

（
法
人
Ａ
種
）
の
引

医
療
費
給
付
の
毎

年
の
伸
び
、
「
後
期

高
齢
者
支
援
金
」

「
前
期
高
齢
者
納
付

金
」
等
の
義
務
的
な

支
出
の
増
大
、
所
得

上
昇
（
18
年
度
所
得

調
査
の
結
果
）
に
よ

る
補
助
金
減
な
ど
に

よ
り
、
東
京
土
建
国

保
組
合
の
20
年
度
予

算
で
は
、
単
年
度
収

支
で
１
世
帯
当
た
り

月
額
４
４
７
３
円
の

歳
入
不
足
が
見
込
ま

れ
、
保
険
料
引
き
上

げ
を
行
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
し
か
し
、

消
費
税
増
税
に
よ
る

生
活
圧
迫
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
後
の
景
気
悪

化
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
単
年
度
収
支
の

マ
イ
ナ
ス
分
全
額

き
上
げ
と
し
ま
す
。

都
内
第
６
・
７
種
、

都
外
第
５
・
６
・
７

種
及
び
家
族
保
険
料

は
据
え
置
き
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
つ
い

て
も
収
支
悪
化
に
よ

り
、
３
０
０
円
の
引

き
上
げ
と
し
ま
す
。

厳
し
い
経
済
・
社
会

状
況
の
中
、
大
変
心

苦
し
い
内
容
で
す

が
、
国
保
事
業
の
安

定
運
営
の
た
め
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

今
後
と
も
一
層
、

補
助
金
現
行
水
準
確

保
・
社
会
保
障
制
度

改
善
運
動
に
力
を
入

れ
、
予
防
・
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
な
が

ら
、
国
保
組
合
の
歳

入
確
保
・
支
出
の
適

正
化
・
健
全
な
財
政

運
営
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

中
華
人
民
共
和
国

湖
北
省
武
漢
市
に
お

い
て
、
昨
年
12
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
関
連
肺
炎
の

発
生
が
報
告
さ
れ
、

中
国
を
中
心
に
、
世

界
各
国
か
ら
も
発
生

が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
い
て

は
、
２
月
か
ら
、
感

染
症
法
の
「
指
定
感

染
症
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
流
水
と
石
鹸
に

よ
る
手
洗
い
を
頻
回

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
外
出
し
た
後
や

咳
を
し
た
後
、
口
や

鼻
、
目
等
に
触
る
前

に
は
手
洗
い
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
先
か
ら
帰
っ

て
き
た
と
き
に
は
、

上
を
向
い
て
喉
の
奥

を
洗
う
「
ガ
ラ
ガ
ラ

う
が
い
」
を
し
ま
し

ょ
う
。

○
咳
を
す
る
場
合

は
、
口
や
鼻
を
テ
ィ

ッ
シ
ュ
で
覆
う
等
の

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守

り
、
周
り
の
人
た
ち

へ
の
感
染
を
予
防
す

る
た
め
、
サ
ー
ジ
カ

ル
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
人
が
多
く
集
ま

る
場
所
は
避
け
ま
し

ょ
う
。

ま
た
北
区
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
に

よ
り
事
業
活
動
に
影

響
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
者
を
支
援
す

る
た
め
、
「
北
区
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
緊
急
資

金
」
の
融
資
あ
っ
せ

ん
が
は
じ
ま
り
ま

す
。

3
月
納
入
分
の
保
険
料
か
ら

料
金
が
変
わ
り
ま
す

１

受
付
期
間

３
月
５
日
（
木
）
〜

５
月
29
日
（
金
）

２

あ
っ
せ
ん
の
対

象
者北

区
中
小
企
業
融

資
制
度
を
ご
利
用
で

き
る
方
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、

直
近
１
か
月
の
売
上

高
が
前
年
同
期
と
比

較
し
て
減
少
し
て
い

る
中
小
企
業
者

３

融
資
条
件

☆
融
資
限
度
額

１
千
万
円

☆
融
資
期
間

５
年
以
内

詳
し
く
は
北
区
産
業

振
興
課
経
営
支
援
係

北
と
ぴ
あ

11
階

03-

５
３
９
０-

１
２

３
７

ま
で

対
策
のポ

イ
ン
ト

北
区
で
は

融
資
あ
っ
せ
ん
も




